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	(1)港湾工事出来形管理基準に示される鋼杭工における杭頭中心位置の許容範囲内であれば、設計上必要な杭頭接合部の耐力を確保できること。
	(2)従来の場所打ちRC施工と比較して、海上作業の工程短縮および省人化・省力化を実現できることが確認された。

